
１　施設の概要

２　類似施設・近隣施設

指定管理者 社会福祉法人山梨県手をつなぐ親の会

設置根拠
（法律、条例等）

山梨県立障害者支援施設設置及び管理条例

設置目的
　18歳以上の知的障害者に必要な指導及び訓練を行い、自立した日常生活や社
会参加を図るため。

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（平成28年度事業分）

施設名 山梨県立育精福祉センター成人寮 所管課 福祉保健部　障害福祉課

所在地 南アルプス市有野3303-2
設置年月日

（改築年月日等）
昭和47年4月1日

主な施設内容
（定員等）

○敷地面積：79,970㎡（児童寮を含む）
○建築延面積：3,236.85㎡
○建物の構造　鉄筋コンクリート造平屋建、鉄骨造
○施設の内容
　・成人一寮棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建） 1,312.60㎡
　・成人二寮棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建） 1,429.65㎡
　・療育棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建） 342.6㎡
　・管理棟及び車庫の一部　計152㎡
○各障害福祉サービス定員
　・生活介護：105人
　・短期入所：9人
　・施設入所支援：90人

主な業務内容

(1)施設等の維持保全に関する業務
　・施設及び設備器具の維持保全に関する業務を行う。
(2)利用者に対する障害福祉サービス業務
　・生活介護、短期入所及び施設入所支援に係る業務を行う。

名称
施設内容
利用状況等

近隣施設
・山梨県立あけぼの医療福祉センター：生活介護（15人）、短期入所（15人）、
　児童発達支援（15人）及び医療型障害児入所（療養介護）（80人）
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３　利用状況 単位：人、％

４　指定管理業務の収支状況

利用者数合計

目標値

目標値設定の考え
方及びその理由

対26年度比

利用率

99

197

204

96.6%

短期入所

301,080,000

平成27年度 平成28年度
平成29年度
（目標値）

平成26年度

0
収
　
入

単位：円、％

198 202

204 204
利
用
者
数

生活介護

施設入所支援

支
　
出

県への納付金
管理運営費
うち外部委託費（B)
支出合計（C)

収支差額（A-C) 40,208,571 0

272,137,205
0

293,120,000
0

107,102,881 124,974,500

0
2.7% 2.8% 2.3% 3.3%

8,769,600 14,200,000
379,240,086 426,054,500
48,868,271

10,207,944 12,000,000
382,647,603 423,433,000

5,116,000 0
115,485,198 130,313,000

外部委託比率（B÷C)
利用者一人当たりの経費

89 89 90

101

119 10

99

204

100.5% 102.5%

定員を目標値とする。

97.1% 99.0%

施設利用料
指定管理者委託料
その他
収入合計（A)
人件費

306,385 268,200
428,108,357 426,054,500

平成27年度
平成28年度
（計画値）

平成28年度
（実績値）

平成29年度
（計画値）

422,473,024 423,160,000 427,801,972 425,786,300
0 0 0

383,150 273,000
422,856,174 423,433,000
262,046,405
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５　利用者満足度

単位：％

相談や要望対応 43.4% 51.1% 3.3% 2.2%

プライバシー 56.7% 40.0% 1.1% 2.2%

食事 60.7% 24.7% 10.1% 4.5%

入浴や身だしなみ 64.8% 33.0% 1.1% 1.1%

実施方法等
実施期間：平成29年1月20日～2月10日
調査方法：利用者へのアンケート
回答数：101人

調査項目 満足
どちらかといえば

満足
どちらかといえば

不満
不満

施設全般の満足度 42.4% 50.6% 4.7% 2.3%

利用者の意見

○維持管理業務に関する意見は次のとおり
・プライバシーの保護や施設の衛生面に配慮して欲しい。

○運営業務に係る意見は次のとおり
・担当職員や家族、皆と一緒に外出したり、夏祭りや秋祭りを楽しみにしている。
・フルーツを付けて欲しい。おかずを増やして欲しい。
・お湯がぬるい時がある。
・常に看護師が配置され、必要なときに診てもらえる。
・気持ちよく対応してくれる。いろいろ活動したい。実習に行きたい。動物セラピー
したい。

健康管理 58.9% 32.2% 7.8% 1.1%

買い物や外出 38.5% 51.6% 5.5% 4.4%

利用者の意見
への対応

・利用者が気持ちよく居心地の良い空間の在り方について配慮するとともに、適宜
清掃等を徹底して衛生面に配慮していく。
・おかず、フルーツについては、カロリーや栄養バランスを考慮して希望に添える
ようにしていく。
・温かいお湯が確保されるよう、ボイラーを調整するなど工夫を行っていく。
・利用者の相談・要望を考慮しつつ、それぞれの好みや楽しみを基本とした無理
のない活動内容を計画・提供していく。
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６　評価結果

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

　利用者の満足度が高く、保護者との関係も良好である。
　質の高いサービスを提供しつつ効率的に運営している。
　利用者ニーズの把握に努め、利用者サービスの向上に努力している。
　なお、県職員の派遣終了に伴い確保した職員について、事業所全体でフォロー
アップするなかで、早期に利用者との信頼関係を築き、円滑な施設運営に取り組
むよう努められたい。

運営業務

　事業計画書に基づき、適正に業務を
執行した。

　事業計画書に基づき適正に実施され
ている。今後も引き続き利用者個々の特
性に鑑みた個別支援計画を策定し、質
の高いサービスの提供のために努力さ
れたい。

利用状況

　各サービス事業の年間利用実績から、
各サービスとも概ね計画どおり執行が出
来た。

　概ね計画どおりの利用が図られてい
る。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理業務

　施設の不具合について、速やかな対
処ができている。業務仕様書等に基づ
き、適正に業務を執行した。
　昨年度、県により導入した防犯カメラや
非常通報装置により防犯対策が強化さ
れた。

　業務仕様書、業務計画書どおり適正に
実施されている。老朽化した設備につい
て、異常が確認された場合は、早急に県
に報告すること。
　防犯対策ついては、日頃から点検項
目による自己チェックを行うなど、継続し
た取り組みをお願いしたい。

　平成28年度から法人職員のみの運営
となり、今後も人件費の増額が見込まれ
ることから、引続き効率的な運営を図るこ
と。

利用者満足度

　「満足」「どちらかといえば満足」との回
答が多く出ている。今後においても利用
者の視点に立ったサービスの提供を心
がけていく。

　全体的には満足を得られているもの
の、食事や外出の項目では不満足と感
じている利用者の割合が高いことから、
引き続き利用者のサ－ビス向上のため
に努力をすること。

収支状況

　平成28年度から生活介護において福
祉専門職配置加算をⅡからⅠへ変更す
るなど増収に努めた。引き続き、効率的
な運営に努めていく。

施設所管課の
指導事項に対す
る指定管理者の
対応状況

　引き続き利用者の満足を得られるよう、質の高いサービスの提供に努めていく。
　今後も、条例、協定等に基づき施設管理運営業務を適正に履行していく。
　利用者や保護者の意向や生活状況を踏まえて、自立した生活が営めるよう個別
支援計画を作成し必要な支援を行っていく。また、職員確保については、養成校
など広く募集活動を行って採用活動に注力していく。

自主事業

　事業計画書に基づき、適正に業務を
執行した。

　事業計画書に基づき適正に実施され
ている。

運営目標の達
成状況

　重い知的障害のある方が自立した生活が送ることができるよう、個別支援計画に
沿った生活支援を行うとともに、定期的な評価・アセスメントを実施することで、利
用者ニーズに合った質の高いサービスを適時に提供できた。
　個々の利用者の状況を把握し、必要に応じた支援を行なうことにより、利用者の
生活の質を向上させることができた。

－4－



７　管理体制（組織図）

平成２８年４月１日現在

（総務課） （成人１寮） （成人２寮）

1 人

1 人

2 人

60 人

3 人

67 人

1 看護師 2 看護師 1 支援員 6栄養士

施設長
（総務課長兼務）

1

福祉指導幹
成人１寮

支援課長兼務
(1)

事務員 2
成人1寮
支援課長

(1)
成人2寮
支援課長

1
自立支援

課長
1

支援員 28 支援員 18

嘱託医（非） 1

心理士（非） 1

業務員 2

嘱託医（非） 1

施設長

福祉指導幹

課長

一般職員

臨時・非常勤職員

合計
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